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地域で支える 認知症 ９月は世界アルツハイマー月間です

問合せ 保健福祉課介護・福祉グループ　☎72-2000
地域包括支援センター　☎72-2030

　高齢者の４人に１人は認知症といわれており、認知症は誰にでも起こり得る身近な脳の病気です。
　認知症と診断されると、ご本人やご家族はさまざまな不安や心配を感じてしまうかもしれませんが、早期に
発見し適切に治療を開始すれば、症状を軽減することや悪化をある程度防ぐことができる場合があります。
　また、地域で暮らす皆さんの理解やちょっとした見守りや声掛けで、住み慣れた地域で暮らし続けることが
できます。

▷�８月29日㈯から11月26日㈭まで図書館で、認知症に関連する掲示や本の紹介コーナーを設置しますの
で、学びの機会としてぜひご活用ください。
▷�認知症の進行段階に応じて、認知症の方とそのご家族が利用できるサービスは上記以外にもさまざまあ
りますので、いつでもお気軽にご相談ください。

オレンジカフェ（認知症カフェ）
　認知症の方やそのご家族などが気軽に参加でき、
互いに交流して楽しんだり、認知症支援推進員（保
健師や社会福祉士）に相談したりできる集いの場
です。ご近所の方やボランティアの参加もお待ち
しています。
開催日：毎月15日10:00～正午頃
　　　　（土日祝日の場合はその前の金曜日）
内　容：食事作り、歓談、ゲーム、相談など
送　迎：あり（要相談）
料　金：飲食代がかかる場合があります
場　所：ふれあい横丁またはゆめりあ
問合せ：社会福祉協議会　☎76-2600

認知症初期集中支援チーム
　認知症またはその疑いのある方やご家族をチー
ム員が訪問して、ご本人やご家族が心配なことや
困っていることなどをお伺いし、今後の対応など
を一緒に考えます。
　おおむね６カ月を目安に、医療や介護サービス
に関する情報提供や助言などを行う集中的な支援
を行います。
＊対象となる方　
　40歳以上の町民で、自宅で生活しており、認
知症の症状などでお困りの方

問合せ：地域包括支援センター　☎72-2030

こんな場合に…

・認知症について、なかなか気軽に相談できない
・家の中にいることが多くなって、楽しみがない
・誰かと話したいなど

こんな場合に…

・認知症の診断を受けたいが、本人が受診を
拒否している

・医療や介護のサービスを利用したいが、結び
付かない

・認知症による症状が強く、
　対応に困っているなど

　1994年「国際アルツハイマー病協会」（ADI）は、世界保健機関（WHO）と共同で毎年９月21日を
「世界アルツハイマーデー」、９月を「アルツハイマー月間」と定め、この時期を中心に認知症の啓

けい

蒙
もう

を
実施しています。

　1994年「国際アルツハイマー病協会」（ADI）は、世界保健機関（WHO）と共同で毎年９月21日を
「世界アルツハイマーデー」、９月を「アルツハイマー月間」と定め、この時期を中心に認知症の啓

けい

蒙
もう

を
実施しています。

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し偏見を持たず、認知症の人や家族に対して温かく
見守る地域の応援者です。養成講座では「認知症とはどういう病気であるか」「どのように対応したらよ
いか」を分かりやすく学ぶことができます。町に住んでいる方、通勤・通学している方であればどなたで
も受講でき、受講者全員にオレンジリング（認知症を支援する目印）をお渡ししています。出前講座も実
施していますので、ぜひお申し込みください。� 問合せ：地域包括支援センター　72-2030
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▼
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開
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史
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介
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▼
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開
館
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10
月
31
日
㈯
ま
で

・
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
金
曜
の
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午
前
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時
～
午
後
１
時

・
入
館
料

　

高
校
生
以
上　

200
円

　

小
中
学
生　
　

100
円

（
町
内
小
中
学
生
は
無
料
）

・
問
合
せ　

開
拓
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76
・
２
６
２
２

新十津川町開拓記念館
展示品紹介

　昭和55年８月の開館から、新十津川町開拓
記念館は40周年を迎えました。
　記念館は、開拓移住民の偉業をたたえ、歴
史を伝える郷土資料館です。

　８月号に続き、開拓記念館で所蔵している
展示品と特別展を紹介します。
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